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採寸ガイド
クラシックシリーズ（ヘッドカバー付）ロールスクリーン

カーテンレールの種類を確認します。
• 取り付け可能：H型、角型、C型の金属製レール
• 取り付け不可：I型、装飾レール

また、必ずカーテンレールの耐荷重が10kg以上であることをご
確認ください。

採寸方法　カーテンレール取り付け
◎採寸には必ず金属メジャーを使用してください。

カーテンレールの種類を確認する01

カーテンレールの固定ランナー以内のサイズを測ります。

幅を測る02

✓H型 ✓角型 ✓C型 ×I型

取付金具の大きさ カーテンレールの対応サイズ
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採寸ガイド
クラシックシリーズ（ヘッドカバー付）ロールスクリーン

採寸方法　カーテンレール取り付け

ランナーの上からお好みの高さまで測ります。
腰高窓や出窓の場合、窓枠下部から+5cm～+10cmのはみ出し
分を追加することをおすすめします。建具、障害物などを考慮し、
お好みの高さでご注文ください。

高さを測る03

※商品の特性上、生地幅はご注文幅から2.3cm短くなります。

• カーテンレール取り付けはお客様のご注文サイズで製造します。

注文時の POINT

腰高窓や出窓掃き出し窓
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採寸ガイド
クラシックシリーズ（ヘッドカバー付）ロールスクリーン

• 2台に分割する場合は、商品重量によって取り付けの可否を
確認するため、カスタマーサポートへお問い合わせください。

• カーテンレール端のキャップを外した状態で、カーテンレールの端から壁までの隙間を確認してください。

◦隙間が2cm以下の場合：レールの端から取付金具を挿入することができません。一度カーテンレールをブラケットから外し、
専用金具を取り付ける必要があります。

◦隙間が2cm以上の場合：通常の手順で設置可能です。

注意事項!

採寸方法　カーテンレール取り付け


